
「日本一の給食、いただきます」
文部科学大臣賞を受賞した五城目一中の給食。
五城目産のお米や野菜がふんだんに食べられて、
とってもおいしいよ。つくってくれる人たちに感謝して、
残さず食べます。（関連記事は８〜１3㌻）

今月のひとコマ

平
成
2
7
年
2
月
1
日
発
行（
毎
月
1
日
発
行
）N
o.9
6
7
　編
集
・
発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐

1792
　秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
0
1
8（
8
5
2
）5
3
4
2
　6
0
1
8（
8
5
2
）3
1
5
1
　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

五城目町観光PRキャラクター
だまこちゃん
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（敬称略）

１
月
４
日
、「
平
成
27
年
町
消
防
出
初

め
式
」
を
広
域
五
城
目
体
育
館
な
ど
で
行

い
、
町
消
防
団
員
や
消
防
関
係
者
が
、
災

害
や
火
災
の
な
い
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
に
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

午
前
９
時
、
国
道
２
８
５
号
沿
い
の
朝

市
駐
車
場
に
集
合
し
た
２
２
０
人
の
消
防

団
員
ら
は
、
渡
邉
彦
兵
衛
町
長
、
一
関
鐐

一
消
防
団
長
、
佐
藤
與
志
美
消
防
長
か
ら

観
閲
を
受
け
、
服
装
、
姿
勢
、
礼
式
な
ど

の
点
検
を
し
ま
し
た
。

観
閲
を
受
け
た
消
防
団
員
ら
と
18
台
の

消
防
車
両
は
、
朝
市
通
り
や
中
央
線
を
出

初
め
式
式
典
会
場
の
広
域
五
城
目
体
育
館

ま
で
、
威
風
堂
々
と
分
列
行
進
し
、
沿
道

の
町
民
に
防
火
意
識
の
高
揚
と
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
防

火
や
消
防
活
動
に
功
績
や
協
力
の
あ
っ
た

方
々
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
渡
邉
町
長
の
式
辞
、
一
関
団

長
の
訓
示
、
藤
井
好
春
副
団
長
の
誓
い
の

言
葉
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、
気
持
ち
を
新
た

に
無
火
災
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

昨
年
、
町
で
は
２
件
の
火
災
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
火
災
も
消
防
団
員
、

消
防
署
員
の
迅
速
な
消
火
活
動
に
よ
り
、

周
り
へ
の
延
焼
を
防
ぎ
、
大
火
を
免
れ
て

い
ま
す
。

火
災
は
財
産
を
灰
に
し
、
生
命
を
も

奪
っ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
ま

だ
ま
だ
、
暖
房
器
具
な
ど
を
使
う
季
節
が

続
き
ま
す
。
自
分
で
使
っ
た
火
は
消
す
ま

で
責
任
を
持
っ
て
、
防
火
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

◎秋田県知事表彰
◆有　功　章
　舘岡　三男（３分団分団長）

　原田　長夫（８分団分団長）

　佐沢　貞一（11分団分団長）

　佐々木貴仁（消防本部司令補）

◆火災予防運動協力者
　畠山　政憲（火災予防組合副組合長）

◆30年勤続章
　小野　正信（４分団分団長）

　伊藤　忠恭（消防本部司令）

◆25年勤続章
　小玉　　司（４分団部長）

　小野　養一（４分団班長）

　加藤　　央（４分団班長）

　伊藤　　護（５分団部長）

　齊藤　忠佳（５分団班長）

　越高　孝雄（６分団部長）

　石川　勝好（７分団班長）

　佐々木　誠（７分団団員）

　佐々木芳孝（７分団団員）

◆20年勤続章
　今村　　宏（１分団副分団長）

　北嶋　嘉雄（１分団団員）

　御所野文男（４分団団員）

　宮城　英喜（５分団団員）

　嶋﨑　知喜（12分団副分団長）

　伊藤　　豊（消防本部司令）

　
◎秋田県消防協会長表彰
◆勤続章／10年勤続
　加藤　敬一（４分団団員）

　伊藤　隆一（９分団班長）

　畠山　勝雄（９分団団員）

　伊藤　和行（９分団団員）

　澤田石　守（11分団班長）

　沢田石一仁（11分団団員）

　遠藤　　司（消防本部副士長）

　
◎男鹿潟上南秋支部長表彰
◆優良消防団員
　工藤　辰也（１分団団員）

　伊藤　　智（４分団団員）

　石川　稔彦（７分団団員）

　石井　　剛（８分団団員）

　萩野　重義（９分団団員）

　伊藤　知範（９分団団員）

　工藤　　茂（10分団団員）

　猿田　忠則（10分団団員）

　畑澤　幸二（11分団団員）

◆７年勤続
　石川　　崇（６分団団員）

　佐藤　　健（９分団団員）

　畠山　広義（９分団団員）

　畑澤　博孝（11分団団員）

　
◎町長感謝状
◆永年勤続退職者
　石井　勝義（前10分団分団長）

　柴田　　孝（前２分団団員）

　齊藤　鉄雄（前３分団分団長）

　三浦　孝次（前３分団部長）

　一関　健次（前３分団部長）

　佐藤　政弘（前６分団分団長）

　石川　政廣（前７分団部長）

　石井　和成（前８分団団員）

　伊藤　敬利（前９分団分団長）

　佐藤　廣勝（前11分団部長）

◆消防協力者
　渡邉　正隆（火災予防組合役員）

　
◎町長表彰
◆５年勤続章
　原田啓太郎（２分団団員）

　加藤　健太（２分団団員）

　佐藤　良則（６分団団員）

　工藤　　守（10分団班長）

　松橋　広樹（10分団団員）

　小熊　博之（12分団団員）

　小玉　重厳（13分団部長）

　佐藤　竜市（13分団団員）

◆優良分団
　第１分団、第２分団、第３分団
　第５分団、第６分団、第７分団
　第９分団、第10分団、第11分団
　第12分団、第13分団

「自分たちのまちは自分たちの手で守る意識
を持って邁進する」と訓示をする
一関消防団長

朝市駐車場から朝市通り、馬城橋を
通り、広域五城目体育館まで
分列行進をする団員の皆さん

威風堂々の消防団員の分列行進で、
沿道の町民に防火意識の高揚と火災予防を呼びかけました

国道285号沿いの朝市駐車場で、一関消防団
長、渡邉町長、佐藤消防長らの観閲を受ける
団員の皆さん

「有事の際には敏速果敢に行動し、
町民の生命財産を守る」と宣誓する
藤井副団長

消防団員を前に「消防精神」を吟詠する
舘岡奥鵬さん（雀舘）

県知事表彰（有功章）を受章された皆さん。
左から原田長夫さん（８分団分団長）、佐沢貞
一さん（11分団分団長）、舘岡三男さん（３分
団分団長）、佐々木貴仁さん（消防本部司令補）

平成27年町
消防出初め式で
表彰、感謝状を
受けられた皆さん
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町では、２月25日㈬、３月13日㈮、３月20
日㈮に心の健康づくりセミナーを開催します。
一人ひとりが自殺予防に関心を持ち、「心の健

康づくり」のために、できることを一緒に考え
てみませんか。
今回のセミナーは「地域の心の健康づくりで、

知っておきたいこと・今自分にできること」を
一緒に考えます。共に支え合い、誰もが安心し
て暮らせるまちを願い、多くの方の参加をお待
ちしています。

▼参加申込　 ２月16日㈪まで町健康福祉課へご
連絡ください。 

※ ２回目以降からの参加希望も、随時受け付け
ます。

【セミナーの概要】
　１回目　  ▼期　日　２月25日㈬
 ▼時　間　午後１時30分～午後３時30分
 ▼会　場　五城館
 ▼内　容　「 秋田県の現状と対策を知りましょ

う」
 　　　　　 中央保健所課長の講話、弁護士の講

話ほか

　２回目　  ▼期　日　３月13日㈮
 ▼時　間　午後１時30分～午後３時30分
 ▼会　場　五城館
 ▼内　容　「 あなたの知らない眠りの真実　　

～目からウロコの睡眠学～」

講師　福田　一彦さん（江戸川大学教授）

（プロフィール）
早稲田大学第一文学部心理学専攻をご
卒業後、同大学の大学院を修了。睡眠を
主な研究対象としてご活躍され、睡眠
の質の重要性について伝えています。

　３回目　  ▼期　日　３月20日㈮
 ▼時　間　午後１時30分～午後３時30分
 ▼会　場　五城館
 ▼内　容　「 なまって笑ってコミュニケーション

～笑いは副作用のない良薬です～」

講師　六華亭遊花さん

（プロフィール）
岩手県出身の東北弁を使うアナウン
サー。落語家、舞台女優と多岐に渡って
ご活躍され、コミュニケーションの大
切さを伝えています。
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▲

あったか鍋＆食べ物コーナー　　【いずれも売り切れまで】

　❶ 　五城目名物「だまこ鍋」（200食）
　　　　　　　　　　 ･････････ 午前10時～・400円

　❷ 　マイタケの天ぷら入り「桶そば」（150食）
　　　　　　　　　　 ･････････ 午前10時～・400円

　❸ 　旬のタラがたっぷり「タラ鍋」（200食）
　　　　　　　　　　 ･････････ 午前10時～・100円

　❹ 　懐かしい味「きゃのこ汁」（200食）
　　　　　　　　　　 ･････ 午前９時30分～・100円

　❺ 　岩手三陸の味「サケ汁」（300食）
　　　　　　　　　　 ･･･････午前10時30分～・無料

　 ❻「三陸物産販売」と「気仙沼産焼きサンマ」
　　（100尾）の無料提供 ･･････････････午前10時～

　❼ 「餅つきの実演」と無料提供 ･････午前11時～

日 時 ２月15日㈰　午前９時～正午
朝市通り※マップの数字がある場所で行われます。

500年を超えて続く五城目朝市を町内外に広くＰＲしよ
うと「冬の朝市まつりあったかなべまつり」を２月15日
㈰に開催します。

今回は、岩手三陸の味「サケ汁」や気仙沼産焼きサンマ、
つきたてのお餅などが無料で楽しめます。

場 所

▲

協賛イベント

　❽「ミニ雪まつり」  ･･････････････午前10時～

　❾ 「酒　蔵　開　放」 ･･････････････ 午前９時～

　10 「五城目物産展」 ･･････････････ 午前９時～

　11 「能・狂言面彫刻展示」 ･････････ 午前９時～

　12「湖東３町商工会コーナー」 ････ 午前９時～

　13 「箱そり無料貸出」 ･･････････････ 午前９時～

❶

❹
❻

❺

❸

お問い合わせ
町商工振興課（☎852・5222）

❷ ❼

10

❽

11

12
13

❾

心の健康づくりセミナーを開催します

わらび座　生き生きシアター
「笑顔予報は晴れのち晴れ」を２月18日㈬に開催します

お申し込み・お問い合わせ　町健康福祉課（☎852・5180）

▼期　日　２月15日㈰

▼会　場　朝市特設会場

▼日　程
　 9：30～　受付
　10：00～　 雪像づくりコンテスト（定員10組）
　　　　　　 ※ 親子または子ども２人１組
　10：45～　第１回レジェンド大会（定員30人）
　　　　　　 ※ 特設滑り台から肥料袋で滑って距離

を競います。ソリの持参可。
　11：30～　表彰式
※参加は無料。子どもの対象は小学生以下です。
※ 会場スペースの都合により定員を設けていますの
で、お早めにお申し込みください。

親子やお友達と「ミニ雪まつり」

お申し込み・お問い合わせ
五城目地区公民館（☎852・4411）

県では、高齢者の自殺予防普及啓発事業の一つとして、
わらび座　生き生きシアター「笑顔予報は晴れのち晴れ」
を２月18日㈬午後１時30分から五城館で開催します。
家族の絆と生きがいを見つけていく、笑いと涙のミュー

ジカルです。

▼開 催 日　２月18日㈬

▼時　　間　午後１時30分～（開場　午後１時）

▼会　　場　五城館

▼定　　員　120人程度
▼申し込み　 町健康福祉課（☎852・5180）までご連絡く

ださい。
※未就学のお子様はご遠慮ください。
※入場料は無料です。
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□□　　□ちゃん
（□　□）

□□　□□くん
（□　□）

□□　□□くん
（□□□）

□□　□□ちゃん
（□□□）

□□　　□ちゃん
（□□□）

□□　　□ちゃん
（□　□）

□□　□□ちゃん
（□□□□）

▶12月２５日健診
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お子さんを遊ばせながら、子育てや
お子さんの健康などについて一緒にお
話ししてみませんか。楽しい遊びを用
意してお待ちしています。
▶  対　象
　 町内の保育園等入園前のお子さんと
保護者（乳児も大歓迎です）

▶時　間　午前９時30分～
午前11時30分

▶  場　所　 もりやまこども園
▶2月 2日㈪　 鬼のお面製作、豆まき

をしよう・育児相談
▶2月27日㈮　 ひな祭りのお話を見よ

う・育児相談

■　健　　診　■

19日㈭　２歳児歯科健康診査
対象　平成24年７月、８月生まれ
受付　12時40分～13時10分
場所　役場１階保健室

26日㈭　乳児健康診査
（４・７・10か月）

対象　平成26年４月、７月、10月
生まれ

受付　13時～13時15分
場所　役場１階保健室

27日㈮　１歳児健康相談
対象　平成26年１月、２月生まれ
時間　10時～10時30分
場所　役場１階保健室

■　そ の 他　■
10日㈫・24日㈫
母子手帳交付・妊婦相談
時間　９時～15時
場所　健康福祉課
※ 指定日以外で交付を希望する
方は事前にご連絡ください。

▼
対
象
者

　

平
成
26
年
８
月
か
ら
11
月
ま
で
に
実

施
し
た
婦
人
病
集
団
検
診
を
受
診
さ
れ

な
か
っ
た
方

　

❶
子
宮
頸
が
ん　

20
歳
以
上
の
方

　

❷
乳　

が　

ん　

40
歳
以
上
の
方

　

❸  

今
年
度
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の

方
（
対
象
者
に
は
送
付
済
）

▼
実
施
期
間

　

２
月
28
日
㈯
ま
で

　

※
予
約
は
お
早
め
に

▼
実
施
医
療
機
関

　

広
報
ご
じ
ょ
う
め
平
成
26
年
７
月
号

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
不
明
な
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
料
　
金　

各
１
、
０
０
０
円

　

※ 

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
方
は
持

参
に
よ
り
無
料
で
す
。

▼
持
ち
物

　

 

健
康
保
険
証
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
（
対

象
者
の
み
）

※ 

受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
実
施

医
療
機
関
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

子
宮
頸け
い

が
ん・

乳
が
ん
の

追
加
検
診
を

実
施
し
てい
ま
す

朗らかに暮らす

□□□□□□さん
（岡本二区）

　

若
い
こ
ろ
は
演
劇
役
者
と

し
て
友
人
と
二
人
で
観
桜
会

や
朝
市
を
は
じ
め
、
県
内
各

地
で
踊
り
な
ど
を
披
露
し
て

き
た
□
□
□
さ
ん
。
穏
や
か

な
性
格
で
冗
談
を
言
っ
て
周

り
の
人
を
笑
わ
せ
て
く
れ
る

そ
う
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
朗
ら
か

な
気
持
ち
で
暮
ら
す
こ
と
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

体を動かして元気

□□□□□さん
（広青苑）

　

彼
岸
花
作
り
や
風
船
を

使
っ
た
ゲ
ー
ム
が
楽
し
み
と

い
う
□
□
□
さ
ん
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
体

操
で
体
を
動
か
す
の
が
好
き

で
、
広
青
苑
の
行
事
に
も
積

極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

「
好
き
嫌
い
せ
ず
に
何
で
も

食
べ
る
こ
と
」
が
長
寿
の
秘

訣
だ
そ
う
で
す
。

読書が好き

□□□□さん
（森山荘）

　

読
書
が
好
き
な
の
で
、森

山
荘
の
読
書
ク
ラ
ブ
に
入
っ

て
い
る
□
□
さ
ん
。長
寿
の
秘

訣
は「
無
理
を
し
な
い
こ
と
」。

　

自
分
の
こ
と
は
す
べ
て
自

分
で
行
い
、
施
設
の
お
手
伝

い
も
て
い
ね
い
に
し
て
く
れ

る
そ
う
で
す
。
同
室
の
方
は

「
す
て
き
な
お
ば
あ
さ
ん
で

す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

♦100歳を迎えられた方（1月19日現在） 1月15日　□□□□□さん（谷 地 中）

♦90歳を迎えられた方（1月19日現在） 12月21日　□□□□□□さん（岡本二区）
　 1月 6日　□□□□□さん（広 青 苑） 1月15日　□□　□□さん（森 山 荘）

□□□□□さん
（谷地中・大正４年生まれ）

１
月
15
日
、
□
□
□
□
□
さ
ん
が
満
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

□
□
□
さ
ん
は
、
現
在
の
潟
上
市
昭
和
豊
川

で
生
ま
れ
育
ち
、
19
歳
で
谷
地
中
に
嫁
い
で
き

ま
し
た
。
子
ど
も
は
６
人
、
孫
は
12
人
、
ひ
孫

は
16
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

乳
製
品
と
卵
が
大
好
き
で
、
１
日
３
度
の
食

事
は
欠
か
さ
ず
食
べ
て
き
た
そ
う
で
す
。

編
み
物
が
得
意
で
、
人
に
頼
ま
れ
る
ほ
ど
だ

そ
う
で
す
。

60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
始
め
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

は
全
国
大
会
に
４
回
も
出
場
す
る
ほ
ど
の
腕
前

で
、
92
歳
ま
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

長
寿
の
秘
訣
は
「
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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千代田区内で開催された表彰式で、文部科学大臣賞を受賞し、
賞状を手にする吉原朋子五城目一中主任学校栄養士（写真㊥）と川辺斉五城目一中校長（㊧）、
審査委員長の学校法人服部学園 服部幸應理事長（㊨）

五
城
目
一
中
が
文
科
大
臣
賞

「
第
７
回
地
産
地
消
学
校
給
食
等

メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
学
校

給
食
・
社
員
食
堂
部
門
で
、
五
城

目
第
一
中
学
校
の
給
食
が
最
高
賞

の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
地
産
地

消
を
進
め
る
た
め
、
地
場
農
林
水

産
物
を
活
用
し
て
継
続
的
に
地
産

地
消
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
る

学
校
給
食
や
社
員
食
堂
を
毎
年
表

彰
し
て
い
ま
す
。

町
食
育
推
進
計
画
を
策
定

本
町
で
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
豊
か
な
町
の
自
然
や
食
に
感
謝

し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る

た
め
の
力
を
育
も
う
と
、
平
成
21

年
３
月
に
「
町
食
育
推
進
計
画
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
安
全
・
安
心
な
農
産

物
の
栽
培
、
学
校
給
食
へ
の
地
産

地
消
の
取
り
組
み
、
各
種
団
体
の

連
携
に
よ
る
食
育
推
進
な
ど
に
努

め
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
の
取
り
組
み
が
評
価

コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
で
は
、

❶�

い
ち
早
く
食
育
推
進
会
議
を
立

ち
上
げ
、
町
と
し
て
組
織
的
に

学
校
給
食
の
地
産
地
消
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と

❷�

地
産
地
消
の
安
定
化
や
充
実
の

た
め
に
、
学
校
で
独
自
に
給
食

施
設
等
を
活
用
し
て
農
産
物
の

加
工
や
食
品
開
発
を
計
画
的
に

手
が
け
て
い
る
こ
と

な
ど
が
、高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

五
城
目
一
中
で
は
、
主
任
学
校

栄
養
士
の
吉
原
朋
子
さ
ん
が
中
心

と
な
っ
て
、
平
成
22
年
か
ら
地
産

地
消
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

農
家
に
協
力
を
要
請
し
、
給
食
向

け
の
米
や
野
菜
を
生
産
す
る
団
体

「
五
城
目
エ
コ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
」

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

収
穫
時
期
が
集
中
す
る
野
菜
は
、

缶
詰
加
工
や
冷
凍
保
存
し
、
通
年

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、地
元
の
食
材
を
使
っ
て
、

福
神
漬
け
や
甘
酒
な
ど
も
つ
く
る

よ
う
に
な
り
、
給
食
の
地
場
産
の

食
材
の
割
合
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

▲  町の食育や五城目一中の給食の地産地消への取り組
みなどが２月16日㈪18時10分からNHK「ニュース
こまち」内で紹介される予定です

▲ 文科大臣賞の献立。ご飯、豚肉のしょうが焼き、
切り干し大根のうま煮、塩キャベツ、かぼちゃ
プリン。味付けも町内産にこだわっています

▲  食育の一つとして五城目のソウルフードの「だまこ鍋」
作りにも五城目一中みんなで挑戦しています

▲  町米消費拡大地域活動推進委員会の皆さんが
　 ふるさとの味「だまこ」を給食に提供してくれています

▲  1月の給食の献立。今月の給食の目標は「感謝して食べよう」で
す。冬休み明けの初日14日から給食が始まっています。生徒から
の「もうちょっと食べたい」との要望で、文部科学省で定めた1食
あたりの熱量820キロカロリーではなく、850キロカロリーを基
本に提供しています。また、月に１回は、生徒の大好物「カレー」が
献立に登場します

▲  ご飯は地元産の「あきたこま
ち」100㌫です

▲  大根は乾燥して「切り干し大
根」として保存しています

▲  缶詰のかぼちゃの甘煮を
使って「55かぼパン」も開発

▲  保存のため、かぼちゃを
缶詰にしています

地
場
産
の
食
材
で

お
い
し
い
学
校
給
食
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五城目町は全国にさきがけて、地域と連携した食
育を推進しています。その事業をもとに、五城目一
中では、給食を通して生徒たちに米や魚などを中心
とした伝統的な食生活である日本型食生活の定着を
進めています。そのため、献立は普段家庭で食べて
ほしい食事の見本になるように考えています。
学校給食では地場産の食材の割り合いを高めて
いく取り組みを進めています。地元には新鮮でおい
しい食材がたくさんあります。この食材を生かさな
い手はありません。
平成22年に組織化した「五城目エコ・ファーマー
ズ」の協力で、米と野菜を提供してもらっています。
年々、その活動の幅を広げてきています。今後も新
たな食材の提供や、新しい取り組みを工夫していき
たいと思っています。
文部科学大臣賞をいただいた献立（ご飯、豚肉の
しょうが焼き、塩キャベツ、切り干し大根のうま煮、
みそ汁、かぼちゃプリン）は、メニューコンテスト
にありがちな、固有名詞を羅列したご当地グルメ的
な献立とはほど遠い、茶色い、地味なものでした。
地産地消へ強くこだわった本校の献立を評価してい
ただいて、感謝しています。
これも日ごろから私の無理な要求にも快く応え
てくださる五城目エコ・ファーマーズの方々や、生
徒に本場物のだまこを作ってくださっている米消費
拡大地域活動推進委員会の方々、町教育委員会や農
林振興課の方々など、町全体でのバックアップのお
かげです。
この連携を絶やすことなく、今後は、日本一の給
食を町の皆さんにも食べてもらえる機会など作って
いければ、うれしいと思っています。
要は、「おいしいものをおいしく食べたい」のが
原点で、子どもたちに五城目の食材の味を原体験と
してずっと持っていてもらいたいと思っています。

地場産食材で
日本型食生活の定着を

生徒で組織している
給食委員会委員長の□□□□さん

生
徒
が
残
さ
ず
食
べ
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。

１
月
16
日
の
食
べ
残
し
も
こ
れ
だ
け

ペロリンピック期間中ではなくても、
１月19日の食べ残しは全校でもこれだけ

五
城
目
第
一
中
学
校

主
任
学
校
栄
養
士
　
　
　
　

　
吉よ

し
は
ら原

　
朋と

も

こ子
さ
ん

お
い
し
さ
の
秘
密

手
間
ひ
ま
か
け
る

手
作
り
の
こ
だ
わ
り

　
五
城
目
一
中
調
理
員
の
皆
さ
ん

み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で

顔
の
見
え
る
地
元
食
材
を
提
供

　
五
城
目
エ
コ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
　

五
城
目
一
中
の
給
食
は
、
食
育
や
地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

地
産
地
消
学
校
給
食
等
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
毎
日
給
食
を
食
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
給
食
に
は
多
く
の
町

民
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

給
食
に
関
わ
っ
て
い
る
方
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

五
城
目
エ
コ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
お
い
し
く

て
、
新
鮮
で
安
全
な
米
や
野
菜
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

栄
養
士
の
吉
原
さ
ん
協
力
で
、

か
ぼ
ち
ゃ
の
甘
煮
缶
詰
の
「
か
ぼ

缶
」、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
加
工
保

存
、
大
根
を
加
工
し
た
「
切
り
干

し
大
根
」
の
製
造
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
出
荷
が
安
定
し

て
き
て
、
売
り
上
げ
も
少
し
ず
つ

増
え
て
き
ま
し
た
。

野
菜
の
栽
培
は
手
間
が
か
か
る

し
、
一
気
に
収
穫
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
大
変
で
す
。
そ
れ
で

も
、
顔
の
見
え
る
生
産
者
と
し
て
、

五
城
目
の
味
を
子
ど
も
た
ち
に
食

べ
さ
せ
た
い
の
で
、
頑
張
っ
て
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
野
菜
の
種
類
を
増
や

し
、
町
内
の
農
家
や
農
事
組
合
法

人
「
や
ま
ゆ
り
」
さ
ん
、「
清
流

の
会
」
の
皆
さ
ん
た
ち
と
も
っ
と

も
っ
と
連
携
し
て
い
け
た
ら
、
地

産
地
消
が
進
む
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

本
校
の
給
食
の
調
理
で
は
、
冷

凍
食
品
や
調
理
済
み
食
品
は
ほ
と

ん
ど
使
い
ま
せ
ん
。

例
え
ば
エ
ビ
フ
ラ
イ
。
エ
ビ
に

パ
ン
粉
を
つ
け
て
油
で
揚
げ
ま

す
。
家
庭
で
食
べ
て
い
る
よ
う
な

当
た
り
前
の
調
理
な
の
で
す
が
、

数
が
多
い
の
で
大
変
な
作
業
で

す
。肉

団
子
も
手
で
こ
ね
、
一
度

オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
て
そ
れ
か
ら
味

付
け
を
し
ま
す
。
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ

ツ
も
一
個
一
個
、
地
場
産
の
キ
ャ

ベ
ツ
に
タ
ネ
を
包
み
ま
す
。
み
ん

な
手
作
り
の
給
食
で
す
。
魚
も
骨

が
つ
い
た
生
の
魚
を
味
付
け
し
た

り
、
焼
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

前
は
食
べ
残
し
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
り
ま
し
た
。
魚
も
骨
を
と
っ

て
、
上
手
に
食
べ
て
く
れ
て
い
ま

す
。手

間
と
時
間
を
か
け
て
つ
く
っ

た
給
食
を
残
さ
ず
食
べ
て
く
れ
る

と
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
五

城
目
産
の
食
材
の
味
を
ず
っ
と
覚

え
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。

給
食
委
員
会
で
は
、
期
間
を
決

め
て
ク
ラ
ス
対
抗
で
、
給
食
の
食
べ

残
し
ゼ
ロ
を
競
う
「
ペ
ロ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ペ
ロ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
中

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
が
協
力
し

合
い
、
全
校
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

す
。
ペ
ロ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ポ
イ
ン
ト

制
で
、
ご
飯
粒
の
残
り
が
な
く
き
れ

い
な
と
き
に
は
加
算
さ
れ
ま
す
。
私

の
ク
ラ
ス
は
そ
の
差
で
負
け
て
し

ま
い
、
悔
し
か
っ
た
な
あ
。

み
ん
な
に
人
気
の
あ
る
給
食
メ

ニ
ュ
ー
は
や
っ
ぱ
り
「
カ
レ
ー
」
か

な
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
肉
」
が

大
好
き
。
で
も
魚
だ
っ
て
お
い
し
い

か
ら
残
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
野

菜
も
た
く
さ
ん
食
べ
ま
す
。
そ
れ
と

デ
ザ
ー
ト
で
は
「
ご
ろ
っ
と
か
ぼ

ち
ゃ
パ
イ
」
が
お
気
に
入
り
。
と
っ

て
も
お
い
し
い
ん
で
す
よ
。

中
学
校
に
入
学
し
た
て
の
こ
ろ

は
、
給
食
の
量
が
多
か
っ
た
け
ど
、

部
活
を
頑
張
り
だ
す
と
、
み
ん
な
ペ

ロ
っ
て
食
べ
ち
ゃ
い
ま
す
。

五
一
中
の
日
本
一
の
給
食
を
毎

日
食
べ
て
、
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

学校給食に地元産の米や野菜を提供している
「五城目エコ・ファーマーズ」の皆さん

五城目一中275食の給食を調理している
調理員の皆さん

学
級
対
抗
の

ペ
ロ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

 

五
城
目
一
中
給
食
委
員
会
委
員
長
　
　
　

□
□
　
□
□
さ
ん
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▲後片付けの途中、
　食べ残しがないのを見せていただきました

▲ �1月21日　米粉パン、冬野菜クリームスー
プ、エビフライ、生野菜、牛乳（地場産率64㌫）

▲ �ご飯の食べ残しは
　今日もありません

▲ �栄養士さん手書きの献立。
　地元産の食材には赤丸印

▲ �1月20日　ご飯、サバの味噌焼き、小松菜のお
ひたし、大根の洋風煮物、牛乳（地場産率70㌫）

▲ �1月19日　ご飯、肉団子の甘酢あん、チンゲンサイのあえ物、卵スープ、牛乳（地場産率
86㌫）野菜もふんだんに食べられ、インフルエンザの予防にもなるそうです

※地場産率とは、総カロリーに占める県産食材のカロリーの割り合いです

▲ �給食当番のエプロンコレクション男子編
　バンダナもオシャレー

▲給食準備もみんなで協力してテキパキと。
　盛りつけの美しさもおいしさの一つです

▲ �1月22日　ご飯、マーボー豆腐、伴三糸、春巻き、　
牛乳（地場産率79㌫）

▲ �みんなで仲良く食べる給食は
　チョーおいしいよ

▲ �給食の調理員さん、今日もバッチリ。
　100点満点です

▲勉強も部活も頑張るエネルギーは五城目一中のおいしい給食。
　みんな、頼もしい食べっぷりです

▼ �楽しいおしゃべりもスパイスの一つ。
　お代わりも進んじゃう

▼ �1月15日　かき揚げうどん、カニ風味サラダ、
有田みかん、牛乳（地場産率60㌫）

▲ �1月16日　ご飯、鮭の塩焼き、小松菜のごま
和え、けんちん汁、牛乳（地場産率71㌫）

▲ �今日のけんちん汁は
　野菜のうまみがたっぷり出てておいしい！



「
地
域
お
こ
し
」っ
て
何
だ
ろ
う
？

♦�

オ
ト
ナ
の
文
化
祭
を
終
え
て

先
日
、
旧
馬
場
目
小
が
「
地
域
活
性

化
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
た
一
周
年
を
記
念
し
、
女
性
向
け
会

員
制
団
体V

en
us C

lub

さ
ん
（
秋
田
市
）

の
ご
協
力
で
、『
オ
ト
ナ
の
文
化
祭
』
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
食
に
美

容
に
音
楽
に
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
…
…
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
こ
と
・
や
り
た
い
こ

と
を
持
ち
寄
っ
て
楽
し
み
合
う
趣
旨
で
、

私
た
ち
も
企
画
段
階
か
ら
携
わ
ら
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
学
校
が
舞
台
だ
か
ら
文

化
祭
！　

と
い
う
純
粋
な
発
想
か
ら
始

ま
っ
た
企
画
で
す
が
、
町
内
外
か
ら
３
０

０
人
も
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
（
駐
車

場
の
順
番
待
ち
が
出
る
ほ
ど
！
）、
夢
が

広
が
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
人
ら
し
さ
や
創
造
性
が
発
揮
で

き
る
場
が
あ
り
、
そ
れ
が
他
の
誰
か
の
喜

び
に
つ
な
が
り
、
感
謝
や
笑
顔
が
広
が

る
。
そ
う
し
た
循
環
の
場
に
「
楽
し
か
っ

た
」「
可
能
性
を
感
じ
て
嬉
し
い
」「
ま

た
や
り
た
い
」
と
い
っ
た
声
の
ほ
か
、「
こ

こ
か
ら
派
生
し
て
、
こ
う
し
て
若
い
人
も

出
店
し
や
す
い
朝
市
、
な
ど
の
企
画
に
つ

な
が
る
と
最
高
だ
ね
！
」
と
い
っ
た
具
体

案
も
出
て
き
ま
し
た
。

♦�

五
城
目
町
を
楽
し
く
す
る
の
は
　
　

自
分
た
ち

「
県
外
か
ら
来
た
協
力
隊
ら
が
、
普
段

は
気
づ
か
な
か
っ
た
五
城
目
の
魅
力
や
楽

し
み
を
伝
え
て
く
れ
る
。
そ
こ
に
ヒ
ン
ト

を
も
ら
い
な
が
ら
、
私
た
ち
町
民
も
、
こ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
ど
ん
ど
ん
参
加
し
た

り
、
一
人
一
人
が
こ
の
地
で
の
暮
ら
し
を

楽
し
め
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
「
地
域
お

こ
し
」
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。
他

の
土
地
に
楽
し
さ
を
求
め
に
い
か
な
く
て

も
、
作
り
出
し
て
い
け
ば
良
い
。
外
か
ら

来
た
人
や
役
場
が
や
る
こ
と
だ
と
思
っ
て

客
観
視
す
る
よ
り
、
自
分
か
ら
参
加
す

る
こ
と
で
未
来
が
開
け
て
く
る
し
、
五

城
目
暮
ら
し
が
ま
す
ま
す
楽
し
く
な
る

ね
！
」
と
ブ
ー
ス
を
出
店
し
て
く
だ
さ
っ

た
町
民
の
方
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
こ
の
言
葉
に
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。
私
た
ち
が
目
指
し
た
い
未
来
は
、

移
住
定
住
や
雇
用
が
た
だ
単
に
増
え
て
い

く
こ
と
で
は
な
く
、
い
つ
か
ら
町
の
一
員

に
な
っ
た
か
に
関
わ
ら
ず
「
こ
の
町
に
暮

ら
せ
て
嬉
し
い
な
」
と
多
く
の
町
民
が
思

え
る
町
な
の
で
は
な
い
か
と
、
今
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
そ

ん
な
ふ
う
に
感
じ
る
た
め
の
〝
き
っ
か
け
〟

や
〝
つ
な
が
り
〟
作
り
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

♦�

ゆ
る
や
か
で
持
続
可
能
な
　
　
　
　

地
域
お
こ
し
を

姉
妹
都
市
・
千
代
田
区
と
の
児
童
双

方
向
交
流
事
業
に
も
一
部
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
茅
葺
き
屋
根
古
民
家
で
の
暮

ら
し
を
知
る
体
験
な
ど
、
町
に
住
む
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
「
五
城
目
に
は
、

こ
ん
な
魅
力
も
あ
る
の
か
！
」
と
新
鮮

な
驚
き
を
感
じ
て
も
ら
う
よ
う
な
『
五

城
目
発
見
』
の
機
会
提
供
の
お
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。

大
人
も
子
ど
も
も
、
日
々
の
暮
ら
し

を
見
つ
め
直
し
、
発
見
・
創
造
し
て
い
く
。

お
ら
ほ
の
町
が
ま
す
ま
す
好
き
に
な
る
。

そ
ん
な
、
ゆ
る
や
か
で
持
続
可
能
な
「
地

域
お
こ
し
」
を
、町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

考
え
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
今
月
の
担
当
：
丑
田　

香
澄
）
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地域活性化支援センターで開催したオトナの文
化祭。300人もの方からご来場いただき、大人
は各ブースに、こどもは段ボール迷路に夢中！

Valentine’s Day
February is here, and that means it’s time for 
winter festivals! Are you looking forward to any 
festivals this year? This year, I hope to see more 
winter festivals in Akita.

February also means that it’s time for Valentine’s 
Day. We celebrate Valentine’s Day in America 
too! However, there is no White Day in America, so 
boys also give chocolates to girls on Valentine’s 
Day.

Valentine’s Day is very popular among students. 
It’s not just a day to give chocolate to a person 
you l ike, but students give 
chocolates, candies, and cards to 
their friends and teachers. Also, 
people often buy chocolates and 
candies to give people, but it is 
common to hand make cards. 
Let’s　make cards this year!

バレンタインデー
２月になりました。冬祭

りの季節ですね！みなさん
は、お祭りを楽しみにして
いますか？私も秋田の冬祭
りをたくさん見られたらい
いなぁと思っています。

２月はバレンタインデーもありますね。アメリカで
もバレンタインデーをお祝いするんですよ。でもアメ
リカにはホワイトデーはないので、バレンタインデー
に男子も女子にチョコレートをあげるんです。

バレンタインデーは生徒たちにとっても人気です。
好きな人にチョコレートをあげる
だけではなくて、生徒たちはチョ
コレートやキャンディー、カード
を友達や先生に贈ります。チョコ
レートやキャンディーは買います
が、カードは手作りします。今年
はカードを作ってみましょう！

町の英語指導助手（ALT）の
ニッキさんの連載エッセイです。
今回はバレンタインデーのお話です。

　あきた結婚支援センターは、県や県内全市町村が共
同で設立した、結婚を希望される方を応援する団体で
す。結婚報告者数は県全体で500人を超えています。
　入会できる方は、県内にお住まいかお勤めの方、ま
たは県外にお住まいでも将来秋田県に移住などを予定
している方で、結婚を誠実に希望し、自ら努力される
20歳以上の独身の方です。
　同センターでは、ご本人のご承諾を得ることなく、
お名前や住所、電話番号をお知らせしませんので、安
心して入会できます。

入会登録料は町が負担
　町では、町民の方が同セ
ンターへ入会される場合の
登録料（１万円・３年間有
効）を負担し、皆さんの「出会い」や「結婚」を支援しま
す。ぜひご利用ください。
※ 入会条件や入会手続き、支援内容などの詳細は、同セ

ンターHPまたは問い合わせ先まで。

第
５
回
日
本
習
字
硬
筆
展

▼
特　

選　

近
藤　

乃
愛
（
五
城
目
小
６
年
）

第
55
回
秋
田
県
児
童
生
徒
美
術
展

▼
推　

奨　

話
題
作　

畑
沢　

海
斗

（
五
城
目
小
２
年
）

▼
推　

奨　

八
栁　

風
花
（
大
川
小
３
年
）

▼
優
良
賞　

高
橋　

胡
春
（
五
城
目
小
１
年
）

▼
優
良
賞　

齋
藤　
　

孔
（
五
城
目
小
３
年
）

▼
優
良
賞　

江
畑　

未
羽
（
五
城
目
小
４
年
）

▼
優
良
賞　

瀨
川　

凱
斗
（
五
城
目
小
６
年
）

▼
優
良
賞　

京
野　
　

咲
（
五
城
目
小
６
年
）

第
57
回
潟
上
市
・
南
秋
田
郡

書
き
初
め
展

▼
金　

賞　

齊
藤
悠
一
郎
（
五
城
目
小
１
年
）

▼
金　

賞　

舘
岡　

稜
太
（
五
城
目
小
１
年
）

▼
金　

賞　

伊
藤　
　

凜
（
五
城
目
小
２
年
）

▼
金　

賞　

伊
藤　

啓
太
（
五
城
目
小
３
年
）

▼
金　

賞　

佐
藤　

紅
花
（
五
城
目
小
４
年
）

▼
金　

賞　

伊
藤　

陽
菜
（
五
城
目
小
４
年
）

▼
金　

賞　

宮
城　

輝
夢
（
五
城
目
小
６
年
）

▼
金　

賞　

菅
生　

真
姫
（
五
城
目
小
６
年
）

▼
金　

賞　

近
藤　

乃
愛
（
五
城
目
小
６
年
）

▼
金　

賞　

島
﨑
ひ
な
た
（
大
川
小
３
年
）

▼
金　

賞　

小
熊
こ
と
み
（
大
川
小
４
年
）

（
敬
称
略
）

第
６
回
県
新
春
書
き
初
め
席
書
大
会

▼
秋
田
魁
新
報
社
賞

　
　
　
　
　

近
藤　

乃
愛
（
五
城
目
小
６
年
）

▼
Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
賞

　
　
　
　
　

舘
岡　

稜
太
（
五
城
目
小
１
年
）

▼
推　

薦　

伊
藤　
　

輝
（
五
城
目
小
１
年
）

▼
特　

選　

小
玉　
　

蒼
（
五
城
目
小
１
年
）

▼
特　

選　

宮
城　

聖
羅
（
五
城
目
小
２
年
）

▼
特　

選　

伊
藤　
　

凜
（
五
城
目
小
２
年
）

▼
特　

選　

原
田　

瞳
衣
（
五
城
目
小
２
年
）

▼
特　

選　

伊
藤　

啓
太
（
五
城
目
小
３
年
）

▼
特　

選　

渡
部　

日
菜
（
五
城
目
小
３
年
）

▼
特　

選　

伊
藤　

陽
菜
（
五
城
目
小
４
年
）

▼
特　

選　

菅
生　

真
姫
（
五
城
目
小
６
年
）

▼
特　

選　

島
﨑
ひ
な
た
（
大
川
小
３
年
）

▼
特　

選　

小
熊
こ
と
み
（
大
川
小
４
年
）

ヤ
マ
ダ
カ
ッ
プ
（
東
日
本
中
学
校
選
抜

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
）

▼
優　

勝　

 

五
城
目
一
中
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部

平
成
26
年
度
Ｊ
Ａ
共
済

秋
田
県
小
・
中
学
校

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

▼
銀　

賞　

小
玉　

実
穂（

五
城
目
一
中
２
年
）
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町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の
あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（12月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 4件
大石壽信さんの叙勲受章を祝う会、山平秋明さんの受章を祝
う会、伊藤容一郎さんの瑞宝双光章受章祝賀会、富津内地区
町内会長会懇談会

35,000円

会　費 8件

町グラウンドゴルフ協会総会懇親会、あきぎん会総会懇親
会、国民文化祭を振り返る会懇親会、町消防幹部意見交換会、
酒米研究会総会懇親会、八郎湖周辺清掃事務組合議会定例
会懇親会、工藤胃腸内科クリニック忘年会、農業委員会忘年会

45,000円

接　遇 7件 お歳暮（７件） 39,596円

その他 8件

名刺代、町グラウンドゴルフ協会総会懇親会、湖東病院を守
る住民の会懇親会、率浦大学祭、町防犯協会及び町防犯指導
隊並びに五城目警察署忘年会、町酒米研究会総会、ボーイス
カウト秋田第30団新入隊員入隊式各種賞授与式、富津内地
区町内会長会懇談会

33,874円

合 計 27件 153,470円
平成26年４月〜12月の合計 883,965円

　

2／3月補正予算査定（役場・〜3日）

3／�市町村総合事務組合議会定例
会（秋田市）

5／�エドウイン故小林様お別れの会
（東京都）

9／町職員研修（役場）

10／�山村・過疎地域振興協議会理事
会定期総会、政策研修会（秋田市）

11／馬場目地区講演会（役場）

16／�後期高齢者医療広域連合議会
運営委員会、全員協議会、本会
議（秋田市）

19／�共済組合福祉事業部会（秋田市）

20／�五高振興会・評議員会（五城目高）

23／�市町村職員共済組合会（秋田市）

26／�湖東厚生病院運営委員会（町内）

　
【
　
短 

　
歌
　
】

上
は
虫
中な
か
ぞ
ら空
見
れ
ば
花
に
似
て

み
ち
の
く
に
ま
た
雪
降
り
は
じ
む

	

下
樋
口
　
　

小
熊
　
正
明

凍
結
の
備
え
終
え
見
る
夜
の
テ
レ
ビ

房
総
の
野
に
菜
の
花
揺
る
る

	

浦
横
町
　
　

大
宮
　
一
郎

い
く
た
び
も
胸
に
還
り
て
あ
た
た
か
し

「
来
年
も
な
」
と
忘
年
会
果
つ

	

岡
　
本
　
　

大
石
　
政
子

剪
定
を
た
め
ら
い
て
居
し
一い
ち
い位
の
実

す
ず
め
百
羽
が
残
さ
ず
啄
む

	

下
樋
口
　
　

工
藤
　
誠
子

　
【
　
俳 

　
句
　
】

今
朝
の
冬
窓
よ
り
森や

ま山
の
一
高
地

	

浦
大
町
　
　

北
嶋
美
保
子

少
子
化
や
雪
だ
る
ま
影
見
え
な
く
て

	

今
　
町
　
　

伊
藤
　
み
ゑ

　
【
　
川
　 

柳
　
】

向
日
葵
の
か
つ
て
恋
し
た
娘
の
よ
う
に

	

矢
場
崎
　
　

鈴
木
さ
く
ら

帯
き
り
り
影
絵
の
中
に
い
る
安
堵

	

八
郎
潟
町
　
　

松
田
ウ
タ
子

始
発
駅
多
彩
な
ド
ラ
マ
潜
ん
で
る

	

八
郎
潟
町
　
　

桜
庭
　
湖
風

安
ら
か
に
眠
る
母
に
も
あ
っ
た
修
羅

	

長
　
町
　
　

鍋
谷
　
福
枝

わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

こ
の
ほ
ど
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
全
国

社
会
福
祉
大
会
で
、
嶋
﨑
幸
喜
さ
ん
（
大

川
１
区
）
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
功
労
章

が
贈
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

嶋
﨑
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
か
ら
長
年
に

わ
た
り
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
民

生
児
童
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の

理
事
や
総
務
企
画
部
会
委
員
、
生
活
福
祉

資
金
運
営
委
員
と
し
て
も
積
極
的
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

12
月
12
日
、
五
城
目
小
の
６
年
生
が
国
際

教
養
大
の
留
学
生
に
町
を
紹
介
し
ま
し
た
。

五
城
目
小
で
は
平
成
26
年
か
ら
総
合
学
習

の
時
間
に
国
際
教
養
大
の
学
生
と
連
携
し
て

「
広
い
世
界
へ
〜
ご
じ
ょ
う
め
で
世
界
一
周

〜
」
に
取
り
組
み
、
10
か
国
以
上
の
留
学
生

か
ら
自
国
の
紹
介
や
日
本
の
文
化
と
の
違
い

を
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
日
は
そ
の
お
礼
に
と
、
森
山
や
朝
市

な
ど
、
町
の
よ
い
と
こ
ろ
を
ク
イ
ズ
形
式
に

し
た
り
、
身
振
り
手
振
り
を
入
れ
た
り
の
ユ

ニ
ー
ク
な
発
表
を
し
ま
し
た
。

だ
ま
こ
鍋
や
お
や
き
の
試
食
も
あ
り
、
国

際
教
養
大
の
学
生
か
ら
は
温
か
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

１
月
21
日
、
災
害
時
等
の
よ
り
速
や
か
な
復

旧
を
目
指
し
、
東
北
地
方
整
備
局
秋
田
河
川
国

道
事
務
所
と
町
が
覚
書
を
結
び
ま
し
た
。

秋
田
河
川
国
道
事
務
所
は
、
排
水
ポ
ン
プ
車

や
照
明
車
、
土
の
う
製
造
機
な
ど
の
災
害
対
策

車
両
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
豪
雨
、
豪

雪
な
ど
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
、
交
通
障
害
な
ど

が
発
生
し
た
際
は
、
町
の
要
請
に
よ
り
支
援
活

動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
土
砂
災
害
に
よ
る
道
路
の
通
行
止

め
が
発
生
し
、
夜
間
工
事
が
必
要
と
な
っ
た
際

に
は
、
照
明
車
（
操
作
員
含
む
）
の
貸
し
付
け

を
受
け
、
い
ち
早
い
復
旧
に
向
け
て
互
い
に
協

力
し
行
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
、

「
千
代
田
区
・
五
城
目
町
児
童
双
方
向
交

流
事
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
交

流
に
は
、
千
代
田
区
の
小
学
生
20
人
、
町

の
小
学
生
14
人
の
ほ
か
、
両
自
治
体
の
支

援
員
な
ど
約
50
人
が
参
加
。
冬
の
本
町
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
雪
遊
び
、
古
民
家
の
訪

問
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学
習
を
通
し

て
、
お
互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

町
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
お
友
達
と

仲
良
く
な
れ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

千代田区の小学生20人が冬の五城目に訪れ、
交流を深めました

災
害
時
な
ど
、
照
明
車
な
ど
を

貸
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

国
際
教
養
大
キ
ャ
ン
パ
ス
で

町
の
魅
力
を
紹
介
す
る
五
城
目
小
６
年
生

国民年金保険料の
追納をおすすめします
　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免
除）、若年者納付猶予、学生納付特例の承認を受けられ
た期間がある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢
基礎年金（65歳から受けられる年金）の受け取り額が
少なくなります。

　そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取る老齢
基礎年金を増額するために、10年以内であればさかの
ぼって古い月分から納めること（追納）ができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から
起算して３年度目以降の追納の場合、当時の保険料額に
一定の加算額が上乗せされます。
※�追納のお申込み・ご相談は下記お問い合わせ先まで。
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❶�「炊飯器でつくるかんたんチョコ
レートケーキ」講習会

　 ▼日　　時　２月19日㈭
　　　　　　　午後１時30分〜

午後４時

　 ▼食 材 費　１人400円

❷�レザークラフト教室
　牛革でコインケースを製作します。

　 ▼日　　時　２月24日㈫
　　　　　　　午後１時30分〜

午後４時　

　 ▼材 料 費　１人1,000円

※�募集定員はいずれも先着10人です。
※�お申し込みは２月10日㈫まで問
い合わせ先まで。

※�相談時間　午前９時〜正午、午後１時〜午後３時（受付時間は午前８時30分〜午後３時）
※都合がつかない場合は、割当外の会場でも相談受付を行います。
※お問い合わせは、町税務課（☎852・5144）まで

準
備
は
お
早
め
に
　

所
得
税・
　

町
県
民
税
の
　

申
告
相
談
日
程

日
付
と
曜
日

町　
　
　

内　
　
　

名

会　

場

五　城　目
２
／
６
金

広
ヶ
野
・
希
望
ヶ
丘
・
今
町
・
御
蔵
町

小
池
町
・
川
原
町
・
新
町
・
一
番
町

役場４階
「大会議室」

９
月

田
町
・
古
川
町
・
長
町

10
火

紀
久
栄
町
・
新
畑
町
・
矢
場
崎

な
な
く
ら（
仮
称
）

12
木

米
沢
町
・
畑
町
・
仲
町

馬　場　目

13
金

帝
釈
寺
・
町
村
・
門
前
・
蓬
内
台

ふれあい
センター

16
月

寺
庭
・
小
野
台
・
中
村

平
ノ
下
・
水
沢

17
火

恋
地
・
坊
井
地
・
杉
沢
・
合
地

富　津　内

18
水

下
山
内
・
上
山
内

富津内地区
　　公民館

19
木

富
田
・
黒
土（
１
・
２
区
）

20
金

八
田
・
台
御
蔵
下
・
脇
乙

23
月

落
合
・
高
千
・
北
々
口
・
小
倉

五　城　目

24
火

築
地
町
・
昭
辰
町
・
雀
舘

役場４階
「大会議室」

25
水

舘
町
・
中
川
原
・
下
高
崎
・
久
保

26
木

中
高
崎
・
上
高
崎
・
舘
越

27
金

上
樋
口（
上
・
下
）・
樋
口

上
田
町
・
新
里
町

３
／
２
月

岩
城
町
・
東
磯
ノ
目
・
西
磯
ノ
目

森　山

３
火

岡
本
１
区
・
野
田

森山地区
公民館

４
水

岡
本
２
区
・
浦
横
町

内　川

５
木

湯
ノ
又（
１
～
４
区
）・
小
川
口

生きがい
センター

６
金

浅
見
内（
１
～
６
区
）

大　川

９
月

大
川
１
・
４
区

農村環境改善
　　センター

10
火

大
川
２
・
３
区

11
水

石
崎
・
谷
地
中
・
曙
町

12
木

下
樋
口
・
西
野

予備日

13
金

予
備
日
と
し
ま
す
。

役場４階
「大会議室」

16
月

予
備
日
と
し
ま
す
。

今
年
の
四
月
か
ら
商
品
に
関
わ
る

消
費
税
が
五
％
か
ら
八
％
へ
と
引
き

上
げ
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の

消
費
税
引
き
上
げ
に
対
し
て
、
な
ぜ

引
き
上
げ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
と
疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。
そ

の
た
め
税
に
関
す
る
こ
と
を
調
べ
て

み
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
目
に
入
っ
た
の
は
、

少
子
高
齢
化
が
関
係
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
税
と
少
子
高
齢
化
に
は
何
の

関
係
が
あ
る
の
か
と
不
思
議
に
思
い

ま
し
た
が
、
そ
の
情
報
を
読
ん
で
み

る
と
少
し
ず
つ
理
解
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
こ
と
で
、
お
年
寄
り
が
も
ら

う
年
金
に
か
か
る
お
金
は
増
え
る
が
、

そ
れ
を
支
え
、
税
を
払
っ
て
い
る
労

働
者
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
だ
か
ら
少
子
高
齢
化
が
進
む

こ
と
は
、
多
く
の
税
を
労
働
者
か
ら

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

税
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
ん
だ
と
納
得
し
ま
し
た
。

そ
し
て
次
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

二
〇
一
五
年
の
十
月
に
は
八
％
か
ら

十
％
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

で
す
。
今
に
十
％
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
考
え
て

み
る
と
来
年
な
の
で
早
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
国
の
借
金
が

あ
る
か
ら
の
取
り
組
み
の
よ
う
で
す
。

し
か
し
私
は
こ
の
十
％
引
き
上
げ
に

納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
見

た
記
事
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
国
会

議
員
の
数
や
給
料
を
減
ら
し
た
り
、

国
の
歳
出
を
減
ら
し
た
り
す
る
取
り

組
み
の
方
が
も
っ
と
必
要
な
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
に
同
感
し
た
か

ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
国
民
も
そ
の
よ

う
な
問
題
を
し
っ
か
り
と
真
に
受
け
、

解
決
に
努
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
け
れ
ど
、例
え
ば
さ
っ
き
も
あ
っ

た
よ
う
に
国
会
議
員
の
数
が
減
れ
ば

給
料
を
出
す
人
数
も
減
る
わ
け
な
の

で
、
国
に
は
利
益
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
会

議
員
が
減
る
こ
と
は
政
治
が
出
来
な

い
、
政
治
が
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
、
日
本

が
発
展
途
上
国
に
な
っ
て
ほ
し
く
は

な
い
で
す
。

だ
か
ら
、
私
が
今
出
来
る
こ
と
が

具
体
的
に
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
校
や
学
級
で
討
論
を
し
、

政
治
や
税
な
ど
今
の
日
本
に
つ
い
て

考
え
て
み
る
の
も
良
い
事
だ
と
思
う

し
、
政
治
や
税
な
ど
に
対
す
る
思
い

や
考
え
も
持
つ
こ
と
が
出
来
る
の
で

は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

私
も
税
の
作
文
を
書
く
に
あ
た
っ

て
、
税
が
私
達
の
暮
ら
し
に
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（�

こ
の
作
文
は
、
平
成
26
年
に
書
か

れ
て
い
ま
す
）

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

今
月
号
で
は
、
秋
田
北

地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
賞
を
受
賞
し
た
□
□

□
□
さ
ん
の
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

秋田北地区納税貯蓄組合連合会長賞

□□　□□さん（五一中３年）

「私たちの暮らしに関わる税金」

▼ �提出書類　�様式は町HPからダウ
ンロードできます。

【建設工事】
❶�建設工事入札参加資格審査申請書
（国土交通省統一様式、県様式、町
様式）
❷登録希望工事種別調書
❸経営事項審査結果通知書の写し
❹工事経歴書（過去２年間）
❺営業所一覧表
❻技術職員等名簿
❼�建設業退職金共済事業加入・履
行証明書の写し
❽社会保険料納入証明書の写し
❾建設業許可証明書の写し
��納税証明書（消費税を含む）の
写し
�登記簿謄本（法人）の写し
�使用印鑑届（様式は任意）
��委任状（権限を代表者以外に与
える場合のみ・様式は任意）
【測量・建設コンサル等】
❶�入札参加資格審査申請書（国土

交通省統一様式）
❷測量等実績書
❸技術者経歴書
❹法令等による登録通知書の写し
❺支店・営業所等一覧表
❻�納税証明書（消費税を含む）の
写し
❼登記簿謄本（法人）の写し
❽使用印鑑届（様式は任意）
❾�委任状（権限を代表者以外に与
える場合のみ・様式は任意）

▼ �提出方法
・�町内業者は持参とし、町外業者
は郵送でも可とする。また、提
出部数は一部とする。

▼受付期間
・�町内業者
　３月２日㈪〜３月27日㈮
・�町外業者
　２月２日㈪〜２月27日㈮

▼参加資格有効期間
　平成27年４月１日〜

平成29年３月31日

湯ノ又橋の架替え工事のため、県道能
代五城目線の通行規制を実施します。
大型車の迂回路は、湯ノ又林道を、普

通車の迂回路は町道をご利用ください。
通行止め期間中は、案内看板等に従い、

注意して通行くださいますようお願いし
ます。

▼規制か所と規制期間
　・県道能代五城目線
　　❶大型車以外の車両、歩行者

　　……３月14日㈯まで
　　❷幅２ｍ・長さ７ｍを超える車両

　……３月20日㈮まで
　・湯ノ又橋付近　３月20日㈮まで



冬道はスピードを控えめに
車間距離は十分に

交通事故相談窓口をご存知ですか？相談は無料です！
　交通事故は誰にとっても突然で、どうし
たらよいのか戸惑います。
　県生活センターでは、被害者や加害者が
抱えるさまざまな問題に、専門相談員や顧
問弁護士が中立公平な立場で、解決に向け
てアドバイスをしています。どなたでもお気
軽にご相談ください。

※�交通事故に関する相談・お問い合わせ
は県生活センター（アトリオン７階）
（☎836・7804または7805）

町交通安全協会では、路面凍結に
よるスリップ注意を呼び掛ける看
板を町内５か所に設置しました。

献血のお願い

　献血車が次の日程で巡回します。献
血にご協力をお願いします。
▶期　　日　２月12日㈭
▶受付時間・場所
　午前９時30分〜午前10時45分
　　　……五城目警察署
　正午〜午後０時45分
　　　……エート電機㈱
　午後１時15分〜午後２時15分
　　　……湖東老健
　午後２時45分〜午後４時
　　　……広青苑
※�献血にご協力いただいた方には、粗
品を進呈しています。

パートタイム労働法が
変わります

　平成27年４月１日から、パートタイ
ム労働者の公正な待遇を確保し、納得
して働くことができるようにするた
め、パートタイム労働法（短時間労働
者の雇用管理の改善等に関する法律）
や施行規則、パートタイム労働指針が
変わります。
　詳細は、厚生労働省ＨＰまたは上記
問い合わせ先まで。

人権・困りごと相談

　人権などの困りごとについて、人権
擁護委員にお気軽にご相談ください。
▶人権・困りごとなんでも相談室
・日　時　２月19日㈭
　　　　　午後３時〜午後５時
・会　場　朝市ふれあい館

防衛省採用試験のお知らせ

予備自衛官補
▶受験資格
　（一般）18歳以上34歳未満
　（技能）�18歳以上で国家免許資格等を

有する者（資格により53歳未
満〜55歳未満）

▶受　　付　３月24日㈫
▶試　　験　４月12日㈰
幹部候補生（一般）
▶受験資格
　（大卒程度）22歳以上26歳未満の者

（20歳以上22歳未満の者は大
卒（見込含）、修士課程修了者等
（見込含）は28歳未満）

　（院卒者）修士課程修了者等（見込含）
で、28歳未満の者

歯科・薬剤
▶受験資格
　�専門の大卒（見込含）20歳以上30歳未
満の者（薬剤は28歳未満）
※�幹部候補生（一般）と歯科・薬剤は
▶受　　付　３月１日㈰〜５月１日㈮
▶一次試験　５月16日㈯・17日㈰

（17日は海・空飛行要員のみ）

「多重債務相談窓口」のご案内

　東北財務局秋田財務事務所では、借
金を抱えお悩みの方々からの相談に応
じています。
　借金問題はさまざまな方法で必ず解
決できます。お気軽にご相談くださ
い。相談は無料です。
▶相談窓口　秋田財務事務所理財課
▶受付時間　�月〜金曜日（祝日、年末

年始除く）午前８時30分
〜正午、午後１時〜午後
４時30分　※原則として

恋地スキー場を滑ろう会

▶会　期　２月28日㈯
▶会　場　五城目町恋地スキー場
▶日　程
　 9：00　集　合（恋地山荘前）
　 9：10〜�元のゲレンデをハイクアップ

（登り）、滑走（ビデオ撮影し
ます）

　11：00　終了予定
　※�終了後懇親会あり（参加者に別途
連絡します）　　　　　　

▶参加料　�１人500円（駐車場整備費・
運営費等）当日現地徴収いた
します。

▶申し込み　�２月27日㈮まで事務局へ
お申込みください。

公共職業訓練を実施します

▶訓練期間　�４月２日㈭から
　　　　　　９月30日㈬（６か月）
▶訓練時間　午前９時20分〜

午後３時40分
▶訓 練 科（定員）
　・機械加工技術科（15人）
　・電気設備科（15人）
　・ビル管理技術科（18人）
▶募集期間　３月３日㈫まで
▶受 講 料　�無料（テキスト代等は自

己負担）
▶応募資格　�ハローワークに求職申込

をされた方で、新たな技
術・技能を身につけて再
就職を希望される方

介護保険料を納めましょう

　特別な事情がないのに保険料を納め
ないでいると、介護サービスを利用す
るときに滞納期間に応じて次のような
措置がとられます。
▶１年以上滞納すると
　……�利用者が費用の全額を一時自己

負担し、申請によりあとで保険
給付分（費用の９割）が支払われ
ます。

▶１年６か月以上滞納すると
　……�利用者が費用の全額を負担し、

申請後も保険給付の一部または
全部が一時的に差し止めとなっ
たり、滞納していた保険料と相殺
されたりすることがあります。

▶２年以上滞納すると
　……�利用者負担が１割から３割に引

き上げられます。
※�災害などの特別な事情で一時的に保
険料が納められなくなったときは、
町健康福祉課へご相談ください。保
険料の減額や免除、または徴収が猶
予される場合があります。

環境と文化のむらイベント
自然観察会と体験教室

▶開催日時とイベント
　・２月８日㈰
　　�「段ボールでくんせい作りに挑
戦」家でもキャンプでも使えるお
いしいくんせい作り！

▶時　間　午前10時〜正午
▶会場　環境と文化のむら（野鳥の森）
※�参加は無料。お申し込みは上記問い
合わせ先まで

春はもうすぐ♪
いっしょに歌いましょう
「うたごえ喫茶」�in�五城館

　仲間とでも一人でも初めてでも、思
い出の歌を大合唱しませんか。
▶日　時　２月22日㈰　午後2時〜

（受付：午後1時30分〜）
▶会　場　五城館
▶参加料　�1,000円（ケーキとコー

ヒーまたは紅茶のセット、
貸出歌集付き）

▶曲目例　�「ひな祭り」「真夜中のギター」
　　　　　「秋田県民歌」など
※�お申し込み・お問い合わせは上記問
い合わせ先まで

後期高齢者医療保険からの
お知らせ

　所得税・町県民税の申告相談で、後
期高齢者医療保険料の納付確認書が必
要な方は健康福祉課窓口で発行いたし
ます。
※�お問い合わせは上記問い合わせ先ま
で

農林業センサスを実施します

　以下の方を対象に１月中旬から２月
に実施しています。調査へのご協力を
お願いします。
▶調査対象
　❶�平成22年２月以降に農林業を開始
した世帯・組織

　❷�５アール以上の耕地・耕作放棄地
を所有または１ヘクタール以上の
山林を保有する世帯・組織

　❸�農業・林業を請け負う世帯・組織

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▶香典返しに代えて　
・12月15日　５万円　□□□□さん
　台御蔵下（亡き母　□□さん）
・12月29日　３万円　□□□□さん
　黒　土　（亡き母　□□さん）
・１月19日　２万円　□□□さん
　矢場崎　（亡き妻　□□さん）
▶寄付金
・１月６日　610円　□□□□□さん
　（一円玉募金として）
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問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

問い合わせ先
五城館（☎852・5300）

問い合わせ先：秋田職業訓練支援センター
訓練課受講者第一係（☎873・3178）

問い合わせ先：東北財務局
秋田財務事務所（☎862・4196）

問い合わせ先：秋田労働局
雇用均等室（☎862・6684）

問い合わせ先
町総務課（☎852・5332）

問い合わせ先
町総務課（☎852・5332）

問い合わせ先
町健康福祉課（☎852・5107）

問い合わせ先
町健康福祉課（☎852・5108）

問い合わせ先
町健康福祉課（☎852・5180）

問い合わせ先：自衛隊秋田
募集案内所（☎864・4929）

お申し込み・お問い合わせ
五城目スキークラブ事務局　畠山

（☎852・4413　E-Mail：qualis.2.0.ame@gmail.com）

大石清美さん初の作品集が出版されました
オールカラー／方形版（210×210㎜）／100頁
定価・1,620円（税込）／発行・秋田ふるさと育英会

発売・秋田文化出版／絵と文・大石清美

※お問い合わせは
　大石清美さん（☎018・882・3438）へ

問い合わせ先
県環境と文化のむら（☎852・2202）



※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

平成26年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　一関　賢人さん）

ポイ捨ては　自然を汚す　第一歩　だからやめよう　子孫に残す大自然

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他

空きビン類

金属類他

空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

4日・18日（水）　（全町）

12日・15日・19日
12日・16日・19日
23日・26日・30日

13日・16日・10日
13日・17日・20日
24日・27日・31日

14日・17日・14日
11日・14日・18日
25日・28日

14日（土）

28日（土）

9日（月）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

13日（金）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

26日（木）

27日（金）
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収
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次
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を
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を
書
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、午
前
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時

ま
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に
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だ
さ
い
。
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大
量
に
ご
み
が
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る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　

☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で
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○ 建国記念の日
○ 千代田区・五城
目町スポーツ交
流（駅伝）大会
（千代田区・

9：10～）

○ 五城目一中授業
参観・全体会・学
年学級PTA（五
城目一中・

13：00～）
○ 心の健康づくり
（五城館・

13：30～）
○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ わらび座生き生
きシアター（五城
館・13：00～）

○ 食育の日　
○ 高齢者体力づく
り教室（広域五
城目体育館・

9：30～）
○ 五城目小PTA授
業参観・全体会・
学年学級懇談
（五城目小・

13：00～）
○ 人権・困りごとな
んでも相談室
（朝市ふれあい
館・15：00～）

○ 大川小「渾身の
一枚展」（五城
館・9：00～・12
日まで）

○ 消防消舎巡回点
検（全町・

9：00～）

○ 朝市あったか鍋
まつり（朝市通
り・9：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

●だ C M 4：5 2
（秋田朝日放送）

○ 五城目小新入学
児童保護者説明
会（五城目小・

15：00～）
○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター五
城目・10：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター五
城目・10：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 五城目一中同窓
会入会式（五城
目一中・

13：35～）
○ わんパーク（もり
やまこども園・

9：30～）

○ 高松宮杯東北高
等学校選抜レス
リング大会（広
域五城目体育
館・9：00～・8日
まで）

○ わらしべフェス
（馬川地区公民
館・9：30～）

○ 五城目一中同窓
会講演会（五城
目一中・

13：00～）
○ わんパーク（もり
やまこども園・

9：30～）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 大川小PTA授業
参観（大川小）

○ 八田介護予防教
室（八田長面公
民館・13：30～）

●だ C M 9：5 5
（秋田朝日放送）

屋内温水プールを活用した町民の健康づくり・体力づ
くりを目指す、屋内温水プールの大規模改修は１月いっ
ぱいで終了しました。建物は完成していますが、２月中
は機械の調整や備品の搬入等に伴う準備期間とさせてい
ただきます。プールの見学は、２月25日からできます。
また、３月から水中運動教室モデル事業を開催します。
なお、水泳教室や一般利用による通常営業は平成27

年４月１日からとなりますので、ご了承ください。

▶２月の見学できる日時
・２月25日㈬～27日㈮　午後２時～午後８時
・２月28日㈯　　　　　 午前10時～午後４時
※３月の見学等については広報３月号でお知らせします。



『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

No.227

おくやみ申し上げます

※�「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成26年12月末現在）

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。
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□□□　□　□ちゃん� 12月 8日� □□・□□□� 築　地　町

□　□　□　□ちゃん� 12月21日� □　・　□　□� 下　樋　口

「�元気で明るく優しい子に
育ってね♥」パパ・ママから

はじめまして

□□□　□□　です
よろしくネ！

広
報

	 	 	 前月比	 昨年比
人　口	 10,199	 （－28）	（－219）
（男）	 4,737	 （－08）	（－106）
（女）	 5,462	 （－20）	（－113）
世　帯	 4,191	 （－09）	（＋021）

給
食
の
思
い
出
は
あ
り
ま
す

か
？
　

五
城
目一中
で
は
パ
ン
の
日

は
月
に
一
回
だ
そ
う
で
す
。こ
の

話
を
家
族
に
し
た
と
こ
ろ
、「
毎

日
パ
ン
で
ご
飯
な
ん
て
め
っ
た
に

出
な
か
っ
た
」と
い
う
給
食
の
思

い
出
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

♥
ご
飯
の
回
数
で
年
齢
が
わ
か
っ

ち
ゃ
う
な
ぁ
。（
笹
川
久
美
）

震
災
の
年
、市
場
か
ら
は
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
が
消
え
、他
の
学
校
給

食
で
は
モ
ヤ
シ
ば
か
り
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。五
城
目一

中
で
は
、地
産
地
消
の
取
り
組
み

で
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
冷
凍
保
存

し
て
い
て
、献
立
に
は
困
ら
な

か
っ
た
と
い
う
裏
話
も
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。♠
給
食
を
陰
で

支
え
る
取
り
組
み
が
あ
り
、そ
れ

に
応
え
、給
食
を
モ
リ
モ
リ
食
べ

る
中
学
生
が
頼
も
し
く
見
え
ま

し
た
。	
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□　□　□　□さん	 87歳	 12月 3日	古　川　町
□　□　□　□さん	 83歳	 12月 3日	落　　合
□　□　□　□さん	 87歳	 12月 3日	大川１区
□　□　□　□さん	 94歳	 12月 5日	畑　　町
□　□　□　□さん	 72歳	 12月 7日	浅見内６区
□　□　□　□さん	 75歳	 12月 8日	大川３区
□　□　□　□さん	 62歳	 12月11日	中　　村
□　□　□　□さん	 91歳	 12月12日	黒土１区
□　□　□　□さん	 79歳	 12月12日	大川４区
□　□　□□□さん	 84歳	 12月13日	畑　　町
□　□　□□□さん	 69歳	 12月16日	落　　合
□□□　□　□さん	 75歳	 12月17日	湯ノ又２区
□　□　□□□さん	 96歳	 12月20日	浦　横　町
□　□　□　□さん	 93歳	 12月22日	野　　田
□　□　□　□さん	 83歳	 12月26日	昭　辰　町
□　□　□　□さん	 79歳	 12月27日	仲　　町
□　□　□　□さん	 89歳	 12月28日	久　　保
□　□　□　□さん	 81歳	 12月29日	富　　田
□　□　□□□さん	 75歳	 12月31日	畑　　町


